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  8．どうせ，私の考えに賛同してくれる人はいないだろう。 .79
  5．きっと私は他者に受け入れられないだろう。 .77
  3．どうせ，私の考えは理解できないだろう。 .75
  7．私が傷付かないためには，人と距離を置くしかないだろう。 .75
13．どうせ，頑張ったところで意味が無い。 .62
10．人に期待すること自体，無駄なことだ。 .62
  9．そもそも，私は周りに期待していない。 .60
  2．私一人の意見では，物事は何も変わらないだろう。 .59
  1．私は，物事に対して悲観的である。 .56
14．どうせ，達成感を感じることはないだろう。 .55
  4．私が社会に従ったとしても，何も変わらないだろう。 .55























































  4．知識や教養がないのに偉そうにしている人が多い。 .77
  7．他の人を見ていて「ダメな人だ」と思うことが多い。 .76
  3．話し合いの場で，無意味な発言をする人が多い。 .75
  2．他の人の仕事を見ていると，手際が悪いと感じる。 .75
  1．自分の周りには気のきかない人が多い。 .66
  5．他の人に対して，なぜこんな簡単なことがわからないのだろうと感じる。 .66
  8．私の意見が聞き入れてもらえなかった時，相手の理解力が足りないと感じる。 .65
11．世の中には常識のない人が多すぎる。 .64
  9．今の日本を動かしている人の多くは，大した人間ではない。 .63














































































































  9．そもそも，私は周りに期待していない。 .70
10．人に期待すること自体，無駄なことだ。 .70
  7．私が傷付かないためには，人と距離を置くしかないだろう。 .68
11．周りは自分を必要としていないだろう。 .68
  5．きっと私は他者に受け入れられないだろう。 .59
  8．どうせ，私の考えに賛同してくれる人はいないだろう。 .57
  1．私は，物事に対して悲観的である。 .51
  3．どうせ，私の考えは理解できないだろう。 .49
  2．私一人の意見では，物事は何も変わらないだろう。 .46
13．どうせ，頑張ったところで意味が無い。 .39
  4．私が社会に従ったとしても，何も変わらないだろう。 .38
14．どうせ，達成感を感じることはないだろう。 .34
最小値 最大値 平均 標準偏差 信頼性係数
諦観傾向 12 48 25.27 6.55 .89
家族機能 6 11 30.74 9.18 .93
刹那的付加的価値 6 6 14.08 5.93 .92
大切・必要 6 6 20.47 20.47 .84
大学生活不安 14 28 20.94 3.22 .76
　 家族機能 刹那的付加的価値 大切・必要 大学生活不安
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  1 私の家族では、困った時、お互いに助け合う
  2 私の家族は、お互いの友人を大切にしあっている
  3 私の家族は、みんなで一緒に何かをするのが好きである
  4 他人同士よりも、家族同士の方が親しみを感じる
  5 私の家では、自由な時間を家族と過ごす
  6 家族の誰もが、お互いに強い結びつきを感じている
  7 何かをする時は、家族みんなでやる
  8 私の家族は、みんなで一緒にやりたいことがすぐに思いつく








  1 恋愛なんて所詮アクセサリーのようなものでしかない
  2 恋愛は遊びだと思う
  3 恋愛は自分の生活の付加価値に過ぎない
  4 恋愛は相手を都合よく利用するものである
  5 恋愛など一時的に盛り上がるだけのものである
  6 恋愛はお金の消費である
  7 恋愛は常にしていたいと思う
  8 恋愛は心の支えだと思う






  1 大学で人が自分のことをどう思っているのか気になる
  2 必要な単位をすべて取得して、卒業できるか不安になる
  3 留年したらどうしようと心配になる
  4 万一事故に遭ったり、病気をしたらどうしようと心配になる
  5 友だちと一緒に何かをしなければならない時、上手く協力できるか不安である
  6 サークルで先輩たちとうまく付き合えるか不安である
  7 １限目の授業にきちんと起きて出席できるか不安である
  8 何らかの団体に、突然勧誘されないか不安である
  9 先生が近くにいると気になって仕方がない
10 一か月の生活費が足りるかどうか心配である
11 授業中、先生の言っている内容が分からなくて不安になる
12 大学の先生と話をするときに緊張する
13 先生の研究室に呼び出されたら、何を言われるのかと心配になる
14 将来、良い会社に就職できるか不安になる
